
新型コロナウイルス感染症

感染拡大の影響により、

「展覧会情報」他の、掲載内容が、

変更や中止となっています。

ご了承ください。
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認
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
成
果
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
22
年
の
「
等
伯
没
後
４
０
０
年
」
に
は

数
々
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
等

伯
の
知
名
度
と
人
気
も
一
段
と
ア
ッ
プ
。
特
に
安
部
龍

太
郎
氏
に
よ
る
小
説『
等
伯
』は
、数
多
く
の
熱
烈
な「
等

伯
フ
ァ
ン
」
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
第
１
回
等
伯
展
」
の
頃
に
比
べ
る
と
、

等
伯
を
め
ぐ
る
状
況
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
記
念
年
の
今
回
は
、「
原
点
回
帰
」
と
し
て
等
伯
の

「
能
登
時
代
」
を
改
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
等
伯
若
年
期
制
作
の
仏
画
な
ど
を
中

心
に
、
養
祖
父
と
も
い
わ
れ
る
無
分
や
養
父
宗
清
、

そ
し
て
能
登
出
身
の
等
伯
長
男
・
久
蔵
（
１
５
６
８
〜

１
５
９
３
）や
能
登
の
長
谷
川
一
門
と
さ
れ
る
等
誉（
？

〜
１
６
３
６
）
な
ど
地
元
ゆ
か
り
の
絵
師
た
ち
の
作
品

や
史
料
な
ど
を
加
え
、
計
42
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

こ
の
春
、
等
伯
の
生
誕
地
で
あ
る
能
登
・
七
尾
で
ゆ

か
り
の
名
品
の
数
々
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
り
、「
等
伯
の
源

流
」
に
ふ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

展
覧
会
は
３
テ
ー
マ
構
成
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

は
、
各
テ
ー
マ
の
内
容
を
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

マ
を
変
更
し
つ
つ
継
続
開
催
を
し
て
き
ま
し
た
。
何
と

か
こ
こ
ま
で
至
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
多
く
の
方
々

の
ご
支
援
あ
っ
て
こ
そ
で
あ
り
、
皆
さ
ま
に
は
改
め
て

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
︑
今
年
の
﹁
長
谷
川
等
伯
展
﹂

　

さ
て
約
20
年
あ
ま
り
の
間
に
様
々
な
調
査
や
研
究
が

な
さ
れ
、
等
伯
の
解
明
も
ず
い
ぶ
ん
と
進
み
ま
し
た
。

特
に
等
伯
の
若
年
期
「
能
登
時
代
」
に
つ
い
て
は
、「
謎

の
存
在
」で
あ
っ
た
等
伯
の
先
達
・
無
分（
生
没
年
不
詳
）

や
宗
清（
１
５
０
７
〜
１
５
７
１
）の
作
品
が
初
め
て
確

﹁
長
谷
川
等
伯
展
﹂
の
み
ち

　

当
館
に
て
「
長
谷
川
等
伯
展
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の

は
開
館
の
翌
年
、
平
成
８
年
で
す
。
当
時
は
あ
ま
り
資

料
や
情
報
が
手
元
に
な
い
中
、
ま
っ
た
く
「
手
探
り
」

で
の
状
態
で
し
た
。
そ
う
し
て
実
施
さ
れ
た
記
念
す
べ

き
「
第
１
回
等
伯
展
」
は
、
最
初
の
展
示
と
い
う
こ
と

で
テ
ー
マ
を
等
伯
の
「
能
登
時
代
」
に
設
定
。「
能
登
か

ら
京
へ
」
と
題
し
、
８
月
31
日
よ
り
９
月
29
日
ま
で
の

会
期
で
11
点
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
25
年
。「
長
谷
川
等
伯
展
」
は
年
に
１
度
必

ず
開
催
す
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
毎
年
テ
ー

　

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
当
美
術
館
は
平
成
７
年
（
１
９
９
５
）
の
開
館
以

来
、
本
年
４
月
で
ち
ょ
う
ど
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
主
要
テ
ー
マ
の
ひ
と

つ
と
し
て
き
た
の
が
、
能
登
七
尾
出
身
で
桃
山
時
代
に
大
活
躍
し
た
絵
師
・
長
谷

川
等
伯（
１
５
３
９
〜
１
６
１
０
）で
す
。

　

当
館
で
は
、
等
伯
や
「
長
谷
川
派
」
の
絵
師
た
ち
を
広
く
周
知
す
る
た
め
に
、
開

館
以
来
「
長
谷
川
等
伯
展
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
実
施
。
関
連
の
優
れ
た
作
品
や
貴
重

な
資
料
な
ど
を
、
順
次
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
展
覧
会
も
本
年
で
つ
い
に
25
回
目
。
節
目
と
な
る
今
回
は
、
等
伯
の
黎
明

期
と
い
え
る
「
能
登
時
代
」
に
焦
点
を
あ
て
ま
す
。

「松・杉・槇図屏風」（左隻）　長谷川等誉
羽咋市・妙成寺蔵

※本作品は会期中後期展示（５/９～５/24）
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展覧会

情　報

開
館
25
周
年
記
念
特
別
展

長
谷
川
等
伯
展
～
能
登
の
信
春
︲T

h
e tim

e o
f yo
u
n
g T
ō
h
aku

～

４
月
25
日（
土
）〜
５
月
24
日（
日
）　

会
期
中
無
休



テ
ー
マ
１︽
胎
動
︲
等
伯
の
誕
生
︾

　

天
文
８
年
（
１
５
３
９
）、
能
登
畠
山
氏
家
臣
・
奥
村

家
の
子
と
し
て
生
を
受
け
た
等
伯
。
そ
の
頃
、
能
登
国

は
統
治
者
・
能
登
畠
山
氏
の
全
盛
期
で
、
文
芸
に
も
深

い
関
心
を
示
し
た
第
七
代
当
主
・
義
総
の
も
と
「
能
登

畠
山
文
化
」
が
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
豊
か
な
文
化
的
土
壌
が
、
等
伯
の
成
長
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
等
伯
は
、
同
じ
七
尾
城
下
に
て
染
色
業
お
よ

び
絵
仏
師
を
営
む
長
谷
川
家
の
養
子
と
な
り
、
宗
清
や

無
分
ら
の
薫
陶
を
受
け
絵
師
と
し
て
成
長
。や
が
て「
信

春
」
の
名
で
絵
仏
師
・
長
谷
川
派
の
「
三
代
目
」
と
し
て
、

画
業
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

デ
ビ
ュ
ー
間
も
な
い
等
伯
に
と
っ
て
、
能
登
畠
山
氏

に
よ
る
文
化
と
長
谷
川
家
の
「
師
匠
」
た
ち
の
恩
恵
は
、

極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
本
テ
ー
マ
で
は
無
分
や
宗
清
、
そ
し
て
等
伯

の
最
初
期
制
作
と
さ
れ
る
作
品
に
、
能
登
畠
山
氏
ゆ
か

り
の
史
料
な
ど
を
加
え
て
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
２︽
新
鋭
︲
能
登
の
絵
仏
師
︾

　

等
伯
の
本
格
的
「
絵
師
デ
ビ
ュ
ー
」
は
、
お
お
よ
そ

20
歳
頃
と
さ
れ
ま
す
。
当
初
の
作
品
は
わ
り
と
落
ち
着

い
た
彩
色
で
し
た
が
、
26
歳
頃
を
境
に
画
風
が
一
変
。

緻
密
さ
に
拍
車
が
か
か
り
、
色
彩
も
非
常
に
鮮
や
か
な

も
の
に
転
じ
ま
す
。
ま
た
制
作
件
数
も
一
挙
に
増
加
。

永
禄
７
年
（
１
５
６
４
）
に
い
た
っ
て
は
、
現
存
作
品
だ

け
で
も
６
点
と
い
う
「
多
作
ぶ
り
」
で
す
。

　

等
伯
に
い
っ
た
い
何
が
あ
っ
た
の
か
は
偲
ぶ
べ
く
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
す
で
に
若
く
し
て
そ
れ
だ
け
の

技
量
を
体
得
し
、
周
辺
か
ら
も
一
目
お
か
れ
る
存
在
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
さ
ら
に
絵
仏
師
で
あ

り
な
が
ら
、
鑑
賞
画
や
肖
像
画
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
も
手

掛
け
る
マ
ル
チ
さ
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
、
等
伯
26
歳
頃
よ
り
30
歳
頃
ま
で
の

制
作
と
考
え
ら
れ
る
作
品
に
、「
信
春
時
代
」
の
花
鳥
画

な
ど
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
名
品
を
と

お
し
て
、
制
作
活
動
に
没
頭
す
る
新
進
気
鋭
の
若
き
絵

師
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
姿
に
、
想
い
を
馳
せ
る
の
も

一
興
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

テ
ー
マ
３︽
上
洛
︲
新
天
地
へ
の
飛
翔
︾

　
「
敏
腕
絵
仏
師
」
と
し
て
腕
を
ふ
る
う
等
伯
。
そ
の
活

動
域
は
能
登
に
と
ど
ま
ら
ず
、
隣
国
越
中
（
富
山
県
）
ま

で
の
広
き
に
お
よ
び
ま
し
た
。
現
存
す
る
見
事
な
作
品

を
み
る
と
、彼
の
仏
画
制
作
の
技
量
が
す
で
に
し
て「
最

高
レ
ベ
ル
」
に
達
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。

　

や
が
て
等
伯
に
「
京
都
移
住
」
と
い
う
一
大
転
機
が

訪
れ
ま
す
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
33
歳
頃
か
ら
40
歳

す
ぎ
頃
ま
で
、
ま
た
理
由
に
つ
い
て
は
養
父
母
の
死
や

「宝塔絵曼荼羅図」　長谷川宗清(道浄)
氷見市・蓮乗寺蔵

「日蓮聖人坐像」　長谷川信春(等伯)彩色
七尾市・本延寺蔵

「十六羅漢図」(部分)　長谷川信春(等伯)
七尾市・霊泉寺蔵

「網敷天神像」　長谷川久蔵落款
堺市・菅生神社蔵
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能
登
畠
山
氏
の
衰
勢
な
ど
と
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

れ
も
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し

「
京
都
画
壇
」
と
い
う
新
た
な
活
躍
の
場
を
得
た
等
伯

が
、
そ
の
才
能
を
一
段
と
開
花
さ
せ
て
ゆ
く
の
は
皆
さ

ん
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

　

本
テ
ー
マ
で
は
、
等
伯
が
京
都
に
移
住
し
た
頃
と
そ

れ
以
降
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
作
品
を
中
心
に
、
一
部

50
歳
以
降
の
「
等
伯
時
代
」
作
品
を
加
え
て
展
示
。
さ

ら
に
後
々
等
伯
を
支
え
て
い
く
「
長
谷
川
一
門
」
の
絵

師
た
ち
の
う
ち
、
能
登
に
つ
な
が
り
を
持
つ
久
蔵
と
等

誉
の
作
品
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料

　
「
現
代
美
術
展
」
は
、
主
に
日
本
芸
術
院
会
員
や
人
間
国
宝
を
は
じ
め
と
す
る
石
川
県
内
在
住
の
作
家
や
美
術

愛
好
家
た
ち
が
出
品
す
る
公
募
展
で
、
今
回
で
76
回
目
を
迎
え
ま
す
。
第
１
回
展
は
昭
和
20
年
10
月
13
日
、
石
川

県
美
術
館
の
開
館
記
念
展
を
兼
ね
「
美
術
文
化
の
向
上
に
よ
る
新
日
本
建
設
へ
の
寄
与
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
日

本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
の
４
部
門
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
・
平
成
と
日
本
を
代
表
す
る
作
家
を
輩

出
し
、「
現
美
」
と
い
う
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
令
和
と
い
う
新
た
な
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和
34
年
に
書
部
門
、
翌
35
年
に
写
真
部
門
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
現
在
の
６
部
門
構
成（
日
本
画
・
洋
画
・
彫

刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
）と
な
り
、そ
の
規
模
は
公
募
展
と
し
て
県
下
最
大
を
誇
り
ま
す
。ま
た
、所
属
会
派
を
超
え
、

学
生
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
意
欲
作
が
寄
せ
ら
れ
る
た
め
、
石
川
県
に
お
け
る
美
術
の
現

在
を
知
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
３
月
27
日
（
金
）
か
ら
４
月
13
日
（
月
）
ま
で
の
18
日
間
に
わ
た
り
、
石
川
県
立
美
術
館
（
洋
画
・
工
芸
・

写
真
）
と
金
沢
21
世
紀
美
術
館
（
日
本
画
・
彫
刻
・
書
）
の
２
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
展
示
作
品
は
委
嘱
出
品
と

一
般
公
募
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
委
嘱
出
品
の
部
で
は
、
出
品
委
嘱
作
家
（
石
川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
）
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
一
般
出
品
の
部
は
、
入
選
率
５
割
と
い
う
厳
し
い
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
作
品

を
展
示
す
る
も
の
で
、
展
示
の
総
点
数
は
千
点
に
も
お
よ
び
ま
す
。

　

当
館
で
は
平
成
７
年
の
開
館
以
来
、
毎
年
６
月
に
「
現
代
美
術
展 

七
尾
展
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
で
26

回
目
を
数
え
ま
す
。
本
展
で
は
「
第
76
回
現
代
美
術
展
」
出
品
作
品
か
ら
選
抜
し
た
、
お
お
よ
そ
２
０
０
点
の
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
大
家
か
ら
、
身

近
な
作
家
の
作
品
ま
で
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
第
３
展
示
室
の
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
で

は
、
古
九
谷
、
再
興
九
谷
を
紹
介
し
ま
す
。

共
通
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

８
０
０
円

７
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

個　

人

団　

体

一　

般

５
０
０
円

４
０
０
円

大
高
生

３
５
０
円

３
０
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「海棠に雀図」
長谷川信春(等伯)

個人蔵

昨年の展示室の様子

第
76
回
現
代
美
術
展 

七
尾
展

５
月
29
日（
金
）〜
６
月
21
日（
日
）
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
長
谷
川
等
伯
作
品

の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
絵
は
が
き
、
一
筆
箋
な
ど
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
長
谷
川
等
伯
展
の
図
録

を
は
じ
め
、
新
し
く
製
作
し
た
「
十
二
天
図
」
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
や
「
宝
塔
絵
曼
荼
羅
図
」
絵
は
が
き
が
仲
間

入
り
し
、
ま
た
大
好
評
に
つ
き
完
売
し
て
い
た
「
楓
図
」

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
も
販
売
し
ま
す
。

　

友
の
会
会
員
の
方
に
は
、
一
部
割
引
販
売
も
し
て
い

ま
す
。
ご
来
館
さ
れ
た
折
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

　

展
覧
会
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で

ゆ
っ
く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

●
長
谷
川
等
伯
展
メ
ニ
ュ
ー
●

︽
と
う
は
く
ロ
ー
ル
》ド
リ
ン
ク
付
き
　
７
０
０
円

　

等
伯
の
水
墨
画
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

創
作
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
「
と
う
は
く
ロ
ー
ル
」。
風
味

た
っ
ぷ
り
黒
ご
ま
ク
リ
ー
ム
と
奥
能

登
産
の
黒
豆
を
使
用
し
た
き
な
粉
ク
リ
ー
ム
の
２
種

類
が
あ
り
、
ふ
ん
わ
り
し
た
ス
ポ
ン
ジ
は
竹
炭
パ
ウ

ダ
ー
が
入
っ
て
や
さ
し
い
美
味
し
さ
で
す
。

《
お
抹
茶
セ
ッ
ト
》　

５
０
０
円

　

も
ち
も
ち
の
白
玉
に
餡
と
き
な
こ

を
添
え
ま
し
た
。
お
抹
茶
は
「
御
薄

茶
等
伯
」
を
使
用
。

　
　
﹇
提
供
期
間
４
／
25
〜
５
／
24
﹈

■
友
の
会
会
員
特
典
■

会
員
証
の
ご
提
示
で
10
％
割
引
い
た
し
ま
す
。（
10
円
未
満
切
捨
）

　

新
た
に
１
点
の
作
品
を
収
蔵
し
ま
し
た
。（
４
月
１
日
現
在
）

「
沈
彩
漆
箱
『
宴
う
た
げ

乃の

阿あ

と
』」
山
岸
一
男

第
22
回
日
本
伝
統
漆
芸
展（
２
０
０
５
）

※
山
岸
一
男
氏
よ
り
寄
附
。

　

山
岸
一
男
氏
は
輪
島
市
在
住
の
漆
芸
家
。
重
要
無
形
文
化
財
「
沈
金
」

保
持
者
。
彦
根
城
の
庭
園
に
着
想
を
得
て
、
雨
に
濡
れ
色
を
増
し
た
石
畳

に
桜
の
花
び
ら
が
散
る
様
子
を
、
沈
金
象
嵌
の
技
法
で
表
現
し
た
作
品
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
＆
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
31
年
・
令
和
元
年
度　

新
収
蔵
品
紹
介

5　　2020. 春

お知らせ
・

紹　介

「十二天図」クリアファイル　350円

「宝塔絵曼荼羅図」
絵はがき　100円

「楓図」クリアファイル　550円
（価格はいずれも税込）

アートホール

貸
館
催
し
物
案
内

●
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
●

川
岸
不
退
　
川
岸
敬
巌
　
二
人
展

　

日
時
…
７
月
１
日（
水
）〜
５
日（
日
）

最
終
日
は
15
：
00
ま
で

　

主　

催　

川
岸
敬
巌

　

連
絡
先　

同
右　

☎
０
７
６
８
‐
34
‐
１
１
７
２

●
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
●

鵬
学
園
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
　
第
４
回
定
期
演
奏
会

　

日
時
…
６
月
７
日（
日
）　

開
演
14
：
00

　

主　

催　

鵬
学
園
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　

連
絡
先　

鵬
学
園
高
等
学
校

　
　
　
　
　

浮
田　

☎
０
７
６
７
‐
53
‐
２
１
８
４

第
37
回
青
柏
民
謡
発
表
会＂
温
習
会
＂

　

日
時
…
６
月
28
日（
日
）　

開
演
12
：
00

　

主　

催　

青
柏
民
謡
会

　

連
絡
先　

中
西
清
一
☎
０
７
６
７
‐
62
‐
３
１
７
８



　

昨
年
12
月
19
日
、
嶋
崎
丞
館
長
は
急
病
に

よ
り
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
金
沢
市
内
で
開

か
れ
た
会
合
の
席
で
意
識
を
失
い
、
病
院
に

搬
送
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の
ま
ま
息
を
ひ
き

と
り
ま
し
た
。
享
年
87
歳
で
し
た
。

　

昭
和
58
年
に
開
館
し
た
現
石
川
県
立
美

術
館
の
建
設
に
も
携
わ
り
、
平
成
３
年
か
ら

28
年
間
、
館
長
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
当
七

尾
美
術
館
に
お
い
て
は
平
成
７
年
の
開
館

と
同
時
に
初
代
館
長
と
し
て
兼
務
し
て
い

た
だ
き
、
以
来
24
年
間
に
わ
た
っ
て
館
の
運

営
に
携
わ
り
、
七
尾
市
は
も
と
よ
り
広
く
地

域
の
美
術
行
政
に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

公
立
の
博
物
館
施
設
で
は
全
国
最
高
齢

の
館
長
と
し
て
知
ら
れ
、石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
工
房
の
所
長
を
兼
務
す
る
な
ど
石
川
の
美
術
の
振
興
・

発
展
に
貢
献
し
た
生
涯
で
し
た
。

　

そ
の
功
績
を
称
え
、葬
儀
会
場
に
お
い
て
石
川
県
か
ら
は「
石
川
県
文
化
功
労
賞
」が
ご
遺
族
に
贈
ら
れ
、

後
に
内
閣
府
か
ら
は
叙
位（
従
六
位
）、
叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）も
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
嶋
崎
館
長
の
遺
志
を
継
ぎ
、
能
登
地
区
唯
一
の
総
合
美
術
館
と
し
て
地
方
色

豊
か
な
美
術
館
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
嶋
崎
館
長
に
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
厚
誼
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
理
解
・
ご
支

援
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

嶋
崎 

丞
館
長
訃
報

2020. 春　　6

令和元年12月13日　オープニングセレモニーにてテープカットをする嶋崎館長
（一番左）

テ
ー
マ
展
﹁
色
と
り
ど
り
の
﹂

　

会
期　

開
催
中
〜
５
月
10
日（
日
）

企
画
展
﹁
ガ
ラ
ス
と
光
と
﹂

　

会
期
…
５
月
16
日（
土
）〜
８
月
30
日（
日
）

　

光
の
反
射
・
拡
散
・
吸
収
な
ど
で
生
ず
る
ガ
ラ
ス
の
表

　

情
か
ら
、
光
の
存
在
を
感
じ
る
作
品
を
紹
介
。

特
別
展
﹁
中
川
幸
夫
の
ガ
ラ
ス︵
仮
︶﹂

　

会
期
…
９
月
５
日（
土
）〜
12
月
13
日（
日
）

　

孤
高
の
生
け
花
作
家
・
中
川
幸
夫
が
自
身
の
花
の
た

　

め
に
制
作
し
た
ガ
ラ
ス
作
品
を
中
心
に
紹
介
。

テ
ー
マ
展
﹁
探
求
と
創
作
﹂

　

会
期
…
12
月
19
日（
土
）〜
令
和
３
年
３
月
31
日（
水
）

※
展
覧
会
の
詳
細
は
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
ま
で
。

　

☎
０
７
６
７
‐
84
‐
１
１
７
５

石
川
県
能
登
島
ガ
ラ
ス
美
術
館
展
覧
会
情
報
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参
加
者
大
募
集
！

友
の
会
美
術
講
座
の
お
知
ら
せ

「
や
き
も
の
鑑
賞
会
〜
見
て
・
触
れ
て
・
魅
力
を
知
ろ
う
〜
」

　

い
よ
い
よ
今
夏
、
金
沢
市
に
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
が
移
転

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
（
国
立
工
芸
館
）。
今
回
は
開
館
を
記
念
し
て
、
同
館

工
芸
課
長
の
唐
澤
昌
宏
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
美
術
講
座
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

当
館
所
蔵
の
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
、
美
濃
焼
を
間
近
で
鑑

賞
し
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
美
濃
焼
の
現
代
陶
芸
作
家
作
品
を
実
際

に
手
に
触
れ
て
も
ら
い
、
よ
り
そ
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

　

参
加
さ
れ
た
方
は
、
国
立
工
芸
館
の
展
示
や
、
６
月
27
日
か
ら
当
館

で
開
催
す
る
「
伝
え
ゆ
く
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
魅
力
」
の
美
濃
焼
を
、

さ
ら
に
楽
し
く
ご
覧
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、「
や
き
も
の
」
の
魅
力
を
た
っ

ぷ
り
と
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　
　

時
…
令
和
２
年
６
月
14
日（
日
）13
：
30
〜

集
合
場
所
…
当
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

講　
　

師
…
唐
澤
昌
宏
氏（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
課
長
）

参
加
費
…
８
０
０
円（
お
菓
子
と
お
茶
付
）

定　
　

員
…
先
着
10
名

募
集
開
始
…
令
和
２
年
４
月
24
日（
金
）９
：
00
〜

　
　
　
　
　

☎
０
７
６
７
‐
53
‐
１
５
０
０

※
ま
だ
会
員
で
な
い
方
は
こ
の
機
会
に
ご
入
会
く
だ
さ
い
。（
年
度
会
費
１
０
０
０
円
）
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友の会

令和２年度　友の会 行事スケジュール
～みなさまのご参加をお待ちしております～

令和２年
４月１日（水） 「美術館だより第101号（春号）」発行
４月24日（金） 「長谷川等伯展」開幕前日の開会式・内覧会　無料ご招待

６月14日（日） 「美術講座」開催　やきもの鑑賞会～見て・触れて・魅力を知ろう～

７月１日（水） 「美術館だより第102号（夏号）」発行

８月１日（土） 「歌麿とその時代展」開会式・鑑賞　無料ご招待

10月１日（木） 「美術館だより第103号（秋号）」発行
10月未定 「第21回友の会鑑賞の旅」開催　岐阜県土岐市方面
　　　　　　　　美濃陶磁歴史館など見学予定

11月６日（金） 「2020イタリア・ボローニャ国際絵本原画展」開会式・鑑賞　無料ご招待

令和３年
１月１日（金） 「美術館だより第104号（冬号）」発行

※開催日程等は変更及び中止する場合がありますので、ご了承ください。

「織部沓形茶碗」
（池田コレクション）

作品「不白茶碗 銘千鶴万亀」
川上不白（池田コレクション）
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発行日：令和２年□月□日
発行者：公益財団法人七尾美術財団
〒926-0855 石川県七尾市小丸山台一丁目１番地
TEL.0767-53-1500　FAX.0767-53-6262
https://nanao-art-museum.jp

重要文化財　「鬼子母神十羅刹女像」　長谷川信春（等伯）筆
　　　　　　永禄７年（1564）制作　高岡市・大法寺蔵

子授けの善神として祀られる鬼子母神。ことに日蓮宗で信仰され、その性
格上特に女性に深く帰依されています。鬼子母神と半支迦大将、そして十
羅刹女が緻密な筆致と鮮やかな彩色によって、きらびやかに表された本
図。落款により等伯26歳の制作であることがわかり、彼が若年時よりすで
に卓越した画技を有していたことを示す好例といえるでしょう。

表 紙

今後の

展覧会

開
館
25
周
年
記
念
特
別
展

黄
金
期
の
浮
世
絵
　
歌
麿
と
そ
の
時
代
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
美
人
画
と
役
者
絵
〜

８
月
１
日（
土
）〜
９
月
13
日（
日
）　

会
期
中
無
休

　

喜
多
川
歌
麿
が
活
躍
し
た
時
代
は
、
数
々
の
名
作
が
誕
生
し
た
浮
世

絵
の
黄
金
期
で
す
。
中
で
も
歌
麿
は
美
人
画
の
第
一
人
者
と
呼
ば
れ
、

女
性
の
顔
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
大
首
絵
を
は
じ
め
、
繊
細
な
描
写

に
よ
る
美
し
い
仕
草
や
、
粋
で
オ
シ
ャ
レ
な
出
で
立
ち
の
女
性
像
が
人

気
を
博
し
ま
し
た
。
ま
た
、
写
楽
や
豊
国
の
役
者
絵
は
今
で
い
う
人
気

タ
レ
ン
ト
の
ブ
ロ
マ
イ
ド
と
し
て
庶
民
が
こ
ぞ
っ
て
買
い
求
め
ま
し

た
。

　

本
展
で
は
、
歌
麿
と
そ
の
弟
子
た
ち
、
烏
文
斎
栄
之
一
門
の
美
人
画

か
ら
、
謎
の
絵
師
と
し
て
名
高
い
東
洲
斎
写
楽
、
勝
川
春
章
ら
勝
川
派
、

歌
川
豊
国
率
い
る
歌
川
派
の
役
者
絵
に
、
貴
重
な
肉
筆
画
を
合
わ
せ
た

１
３
５
点
を
一
堂
に
展
覧
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
期
中
は
ぬ
り
え
や
撮
影
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
様
々
な
関
連
イ

ベ
ン
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
あ
わ
せ
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

伝
え
ゆ
く
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
魅
力

　
〜
日
本
画
・
彫
刻
を
中
心
に
〜

　
〜
美
濃
焼
と
漆
工
を
味
わ
う
〜

６
月
27
日（
土
）〜
７
月
26
日（
日
）

　
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、

七
尾
市
出
身
の
池
田
文
夫
氏

（
１
９
０
７
〜
１
９
８
７
）が
生
前

に
蒐
集
し
た
美
術
工
芸
品
で
、
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）
ご
遺

族
よ
り
１
２
５
点
が
七
尾
市
に
寄
附
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
後
も
節
目
の
年
ご
と
に
５
回
の
追
加
ご
寄
附
を

受
け
、
現
在
そ
の
数
は
２
８
９
点
に
及
ん
で
い
ま
す
。
ジ
ャ

ン
ル
は
書
・
日
本
画
・
工
芸
・
彫
刻
と
多
岐
に
わ
た
り
、
時
代

も
中
世
か
ら
現
代
ま
で
と
幅
広
い
内
容
で
す
。
よ
り
広
く
多

く
の
方
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
定
期
的
に
テ
ー
マ
を

変
え
、
順
次
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
第
１
展
示
室
で
浮
世
絵
を
含
む
日
本
画
と
彫
刻

に
、
金
工
や
木
工
作
品
を
加
え
た
27
点

を
、
第
２
展
示
室
で
は
志
野
・
織
部
と

い
っ
た
美
濃
焼
と
、
根
来
な
ど
の
漆
工

作
品
44
点
を
展
示
、
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
様
々
な
「
か
お
」
を
紹
介
し
ま
す
。

上：喜多川歌麿「両国橋 橋上の女たち」
下左：東洲斎写楽「中島和田右衛門のぼうだら長左衛門と
　　　中村此蔵の船宿かな川やの権」
下右：喜多川歌麿「青楼三美人」

青木大乗「朱盆に果実図」

「織部柳文筒向附」　　※３点共、池田コレクション
「根来湯桶」
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重要文化財　「鬼子母神十羅刹女像」　長谷川信春（等伯）筆
　　　　　　永禄７年（1564）制作　高岡市・大法寺蔵

子授けの善神として祀られる鬼子母神。ことに日蓮宗で信仰され、その性
格上特に女性に深く帰依されています。鬼子母神と半支迦大将、そして十
羅刹女が緻密な筆致と鮮やかな彩色によって、きらびやかに表された本
図。落款により等伯26歳の制作であることがわかり、彼が若年時よりすで
に卓越した画技を有していたことを示す好例といえるでしょう。
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